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(57)【要約】
【課題】頭部に対する光ユニットの位置がずれにくい光
育毛装置を提供する。
【解決手段】光育毛装置１０は光を出力するヘッドセッ
ト２０、および、ヘッドセット２０の動作を制御するコ
ントローラー９０を備える。ヘッドセット２０は光源３
２を備える光ユニット３０、光ユニット３０に取り付け
られる一対のアーム４０、アーム４０に取り付けられて
反力を与える一対の第１の装着部１００、および、光ユ
ニット３０に取り付けられて反力を与える一対の第２の
装着部２００を備える。ヘッドセット２０が頭部に装着
されるとき、一対の第１の装着部１００がそれぞれ側頭
部に接触し、頭部に反力を与える。また、一対の第２の
装着部２００がそれぞれ頭頂部に接触し、頭部に反力を
与える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を出力する光ユニットと、
　前記光ユニットに取り付けられる少なくとも１つのアームと、
　前記アームに取り付けられ、反力を与える一対の第１の装着部と、
　前記光ユニットまたは前記アームに取り付けられ、反力を与える少なくとも１つの第２
の装着部と
　を備える光育毛装置。
【請求項２】
　前記光ユニットから出力される光の進行を邪魔しないように前記第２の装着部が前記光
ユニットまたは前記アームに取り付けられる
　請求項１に記載の光育毛装置。
【請求項３】
　一対の前記アームを備え、
　前記一対のアームは左側のアームおよび右側のアームを含み、
　一方の前記第１の装着部が前記左側のアームに取り付けられ、
　他方の前記第１の装着部が前記右側のアームに取り付けられ、
　前記左側のアームと前記光ユニットとを接続する左側のヒンジ部、および、前記右側の
アームと前記光ユニットとを接続する右側のヒンジ部をさらに備え、
　前記左側のヒンジ部は、前記一方の第１の装着部と前記他方の第１の装着部との間隔が
変化するように前記左側のアームを前記光ユニットに対して回転させ、
　前記右側のヒンジ部は、前記一方の第１の装着部と前記他方の第１の装着部との間隔が
変化するように前記右側のアームを前記光ユニットに対して回転させる
　請求項１または２に記載の光育毛装置。
【請求項４】
　前記第２の装着部は、わずかに弾性変形したときに所定値以上の反力を発生するように
構成される
　請求項１～３のいずれか一項に記載の光育毛装置。
【請求項５】
　前記第２の装着部が前記光ユニットに取り付けられ、
　前記第１の装着部が自身の位置を保持する力は、前記第２の装着部が与える反力に基づ
いて前記第１の装着部を移動させようとする力よりも大きい力に設定される
　請求項１～４のいずれか一項に記載の光育毛装置。
【請求項６】
　前記アームは、自身の長さを変化させる伸縮構造、および、前記アームの長さを保持す
るロック機構をさらに備え、
　前記ロック機構が発生する前記アームの長さを保持する力は、前記第２の装着部が与え
る反力に基づいて前記アームを伸張させようとする力よりも大きい力に設定される
　請求項１～５のいずれか一項に記載の光育毛装置。
【請求項７】
　前記アームと前記第１の装着部とを接続する一対のジョイントと、
　前記アームの長手方向と同じ方向またはおおよそ同じ方向に延長する第１の回転軸まわ
りで前記ジョイントが前記アームに対して回転できる構造、および、前記アームの短手方
向と同じ方向またはおおよそ同じ方向に延長する第２の回転軸まわりで前記第１の装着部
が前記ジョイントに対して回転できる構造の少なくとも一方と
　をさらに備える
　請求項１～６のいずれか一項に記載の光育毛装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は光により育毛を促進させる光育毛装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザーの頭部に装着され、頭部に向けて光を出力することにより育毛を促進させる光
育毛装置が知られている。この種の光育毛装置は例えばヘッドフォンのような形状を有す
るヘッドセット、および、ヘッドセットを操作するコントローラーを備える。ヘッドセッ
トは光を出力する光ユニット、光ユニットに取り付けられる一対のアーム、および、それ
ぞれのアームの端部に取り付けられる一対の装着部を備える。
【０００３】
　ユーザーがヘッドセットを頭部に装着することにより、一対の装着部が頭部を挟み込む
ように側頭部に接触し、アームが頭部に沿うように配置され、光ユニットが頭部の対象部
位に対向する。そして、コントローラーが操作されることにより光ユニットが動作を開始
し、光ユニットから出力される光が頭部の対象部位に供給される。なお、特許文献１はこ
のような光育毛装置の一例を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２００４／０２６４００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　光ユニットは光源等を含むため重量が大きい。このため、ユーザーが光育毛装置を使用
する前にヘッドセットを頭部に正しく装着したとしても、光育毛装置を使用している最中
に光ユニットの自重により光ユニットが頭部に対して移動するおそれがある。光ユニット
が頭部に対して移動した場合には光ユニットから出力される光の一部または全部が頭部の
対象部位に到達せず、育毛を促進させる効果が低下すること、または、その効果が実質的
に得られないことがある。
【０００６】
　本発明の目的は頭部に対する光ユニットの位置がずれにくい光育毛装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一形態に従う光育毛装置は、光を出力する光ユニットと、前記光ユニットに取
り付けられる少なくとも１つのアームと、前記アームに取り付けられ、反力を与える一対
の第１の装着部と、前記光ユニットまたは前記アームに取り付けられ、反力を与える少な
くとも１つの第２の装着部とを備える。
【発明の効果】
【０００８】
　光育毛装置の一形態によれば頭部に対する光ユニットの位置がずれにくい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】は実施の形態１の光育毛装置の正面図である。
【図２】は実施の形態２の光育毛装置の正面図である。
【図３】は実施の形態３の光育毛装置の正面図である。
【図４】は実施の形態４の光育毛装置の正面図である。
【図５】は実施の形態５の光育毛装置の正面図である。
【図６】は実施の形態６の光育毛装置の正面図である。
【図７】は実施の形態７の光育毛装置の正面図である。
【図８】は図７の光育毛装置の側面図である。
【図９】は図７の光育毛装置の平面図である。
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【図１０】は図７の光育毛装置の底面図である。
【図１１】は図７の光ユニット等の分解斜視図である。
【図１２】は図７の左側のアーム等の分解斜視図である。
【図１３】は図７の右側のアーム等の分解斜視図である。
【図１４】は図７のコントローラーの分解斜視図である。
【図１５】は図９のＸ１５－Ｘ１５線の断面図である。
【図１６】は図１５の一部の拡大図である。
【図１７】は図９のＸ１７－Ｘ１７線の断面図である。
【図１８】は図７のＸ１８－Ｘ１８線の断面図である。
【図１９】は図１６の光ユニットにおける空気の流れを示す断面図である。
【図２０Ａ】は図７のアーム等の正面図である。
【図２０Ｂ】は図２０Ａのスライダーが伸びた状態を示す正面図である。
【図２１Ａ】は図７のヘッドセットが頭部に装着された状態を示す正面図である。
【図２１Ｂ】は図２１Ａの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（光育毛装置が取り得る形態の一例）
　〔１〕本発明の一形態に従う光育毛装置は、光を出力する光ユニットと、前記光ユニッ
トに取り付けられる少なくとも１つのアームと、前記アームに取り付けられ、反力を与え
る一対の第１の装着部と、前記光ユニットまたは前記アームに取り付けられ、反力を与え
る少なくとも１つの第２の装着部とを備える。
【００１１】
　本光育毛装置が頭部に装着されたとき、次の状態が形成されることがある。その状態に
よれば、一対の第１の装着部が頭部を挟み込み、第２の装着部がさらに頭部に接触し、光
ユニットが頭部と対向する。その場合、一対の第１の装着部および第２の装着部がそれぞ
れ頭部に反力を与える。このため、第２の装着部が存在しない場合と比較して、光育毛装
置が頭部に与える反力が大きくなり、頭部に対する光ユニットの位置がずれにくい。なお
、本発明に含まれる特徴的な技術思想の１つは、重量物である光ユニットが光育毛装置に
含まれることを考慮し、そのような重量物の位置をしっかりと保持することが可能な反力
を頭部に与える点である。上記光育毛装置に含まれる第２の装着部は、その技術思想が反
映された技術事項の一例に該当する。
【００１２】
　〔２〕前記光育毛装置の一形態によれば、前記光ユニットから出力される光の進行を邪
魔しないように前記第２の装着部が前記光ユニットまたは前記アームに取り付けられる。
　本光育毛装置によれば、第２の装着部が光ユニットから出力される光の進行を邪魔しな
いように頭部に接触し、頭部に対する光ユニットの位置を保持する。このため、光ユニッ
トが上記〔２〕の構成を備えない場合と比較して頭部に対して光が効率的に供給される。
【００１３】
　〔３〕前記光育毛装置の一形態によれば、一対の前記アームを備え、前記一対のアーム
は左側のアームおよび右側のアームを含み、一方の前記第１の装着部が前記左側のアーム
に取り付けられ、他方の前記第１の装着部が前記右側のアームに取り付けられ、前記左側
のアームと前記光ユニットとを接続する左側のヒンジ部、および、前記右側のアームと前
記光ユニットとを接続する右側のヒンジ部をさらに備え、前記左側のヒンジ部は、前記一
方の第１の装着部と前記他方の第１の装着部との間隔が変化するように前記左側のアーム
を前記光ユニットに対して回転させ、前記右側のヒンジ部は、前記一方の第１の装着部と
前記他方の第１の装着部との間隔が変化するように前記右側のアームを前記光ユニットに
対して回転させる。
【００１４】
　本光育毛装置によれば、頭部に装着されるときに一対のアームが光ユニットに対して回
転することにより、頭部の形状に応じて一対の第１の装着部の間隔が変化する。このため
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、一対の第１の装着部は、様々な形状の頭部に装着される場合であっても頭部をしっかり
と保持することができる。このため、頭部に対する光ユニットの位置が一層ずれにくくな
る。
【００１５】
　〔４〕前記光育毛装置の一形態によれば、前記第２の装着部は、わずかに弾性変形した
ときに所定値以上の反力を発生するように構成される。
　光育毛装置が頭部に装着されるとき、頭部の形状によっては、一対の第１の装着部が頭
部にしっかり接触する一方、第２の装着部が頭部にしっかりと接触しにくいこともある。
このため、光育毛装置が取り得る別の形態、すなわち、上記〔４〕に示される構成が第２
の装着部に含まれない形態によれば、第２の装着部により頭部に対する光ユニットの位置
を保持する効果が得られないおそれがある。上記〔４〕の光育毛装置はこのような問題点
を解消または緩和するため、上記のとおり構成される第２の装着部を備える。このため、
頭部の形状が第２の装着部がしっかり接触しにくい形状であっても、第２の装着部がわず
かに弾性変形する程度に第２の装着部が頭部に接触すれば第２の装着部が所定値以上の反
力を発生する。第２の装着部は所定値以上の反力を発生するときに、頭部に対する光ユニ
ットのずれを抑制することに関して実質的に寄与する。すなわち、第２の装着部が頭部に
接触すれば実質的に第２の装着部の役割が果たされる。このため、光育毛装置は様々な形
状の頭部に装着される場合であっても、頭部に対する光ユニットの位置をしっかり保持す
ることができる。
【００１６】
　〔５〕前記光育毛装置の一形態によれば、前記第２の装着部が前記光ユニットに取り付
けられ、前記第１の装着部が自身の位置を保持する力は、前記第２の装着部が与える反力
に基づいて前記第１の装着部を移動させようとする力よりも大きい力に設定される。
【００１７】
　第２の装着部を備える光育毛装置によれば、第２の装着部が頭部に反力を与えることに
より第２の装着部を頭部から離間させる方向に作用する力が第２の装着部に働く。このた
め、その力に基づく第２の装着部の移動が抑えられない場合には、第２の装着部の移動に
ともないアームおよび光ユニットも頭部に対して移動する。その場合には、頭部と光ユニ
ットとの間隔が広がり、光ユニットから出力される光が頭部に到達しにくくなる。
【００１８】
　一方、上記〔５〕の光育毛装置はこのような問題点を解消または緩和するため、上記の
とおり構成される一対の第１の装着部を備える。本光育毛装置によれば、第２の装着部を
頭部から離間させる力が第２の装着部に働いても、第１の装着部が頭部に対して実質的に
移動しない。このため、第２の装着部も頭部に対して実質的に移動せず、頭部と光ユニッ
トとの間隔が広がることが妨げられる。このため、光育毛装置が上記〔５〕の構成を備え
ない場合と比較して、光ユニットから頭部に光が効率的に供給される。
【００１９】
　〔６〕前記光育毛装置の一形態によれば、前記アームは、自身の長さを変化させる伸縮
構造、および、前記アームの長さを保持するロック機構をさらに備え、前記ロック機構が
発生する前記アームの長さを保持する力は、前記第２の装着部が与える反力に基づいて前
記アームを伸張させようとする力よりも大きい力に設定される。
【００２０】
　第２の装着部を備える光育毛装置によれば、第２の装着部が頭部に反力を与えることに
より第２の装着部を頭部から離間させる方向に作用する力が第２の装着部に働く。このた
め、その力に基づくアームの伸張が抑えられない場合には、アームの伸張にともない光ユ
ニットが頭部に対して移動する。その場合には、頭部と光ユニットとの間隔が広がり、光
ユニットから出力される光が頭部に到達しにくくなる。
【００２１】
　一方、上記〔６〕の光育毛装置はこのような問題点を解消または緩和するため、上記の
とおり構成されるロック機構を備える。本光育毛装置によれば、第２の装着部を頭部から
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離間させる力が第２の装着部に働いても、アームが実質的に伸張しない。このため、光ユ
ニットが頭部に対して実質的に移動せず、頭部と光ユニットとの間隔が広がることが妨げ
られ、光ユニットから頭部に光が効率的に供給される。
【００２２】
　〔７〕前記光育毛装置の一形態によれば、前記アームと前記第１の装着部とを接続する
一対のジョイントと、前記アームの長手方向と同じ方向またはおおよそ同じ方向に延長す
る第１の回転軸まわりで前記ジョイントが前記アームに対して回転できる構造、および、
前記アームの短手方向と同じ方向またはおおよそ同じ方向に延長する第２の回転軸まわり
で前記第１の装着部が前記ジョイントに対して回転できる構造の少なくとも一方とをさら
に備える。
【００２３】
　本光育毛装置によれば、ジョイントが第１の回転軸まわりでアームに対して回転する構
造を備える場合、頭部に装着されるときにジョイントおよび第１の装着部が側頭部の前後
方向の形状に応じて第１の回転軸まわりでアームに対して回転する。このため、光育毛装
置が多様な形状の頭部に装着される場合であっても、第１の装着部が側頭部にしっかり接
触しやすい。また、上記光育毛装置によれば、第１の装着部が第２の回転軸まわりでジョ
イントに対して回転する構造を備える場合、頭部に装着されるときに第１の装着部が側頭
部の上下方向の形状に応じて第２の回転軸まわりでジョイントに対して回転する。このた
め、光育毛装置が多様な形状の頭部に装着される場合であっても、第１の装着部が側頭部
にしっかり接触しやすい。
【００２４】
　（実施の形態１）
　図１は実施の形態１の光育毛装置１０を示す。光育毛装置１０は対象部位に光を供給す
るヘッドセット２０、ヘッドセット２０を操作するためのコントローラー９０、および、
ヘッドセット２０とコントローラー９０とを接続するコード１０Ａを備える。ヘッドセッ
ト２０は光を出力する光ユニット３０、光ユニット３０が取り付けられる１本のアーム４
０、アーム４０に取り付けられる一対の第１の装着部１００、および、アーム４０に取り
付けられる一対の第２の装着部２００を備える。
【００２５】
　ヘッドセット２０はさらに、第１の装着部１００により反力を与える第１の反力付与構
造を備える。第１の反力付与構造の一例はアーム４０の内部に配置される弾性要素（図示
略）を含む。第１の反力付与構造はヘッドセット２０が頭部に装着されることにともなう
弾性要素の変形により第１の装着部１００を介して頭部に反力を与え、この反力により頭
部に対する第１の装着部１００の位置を保持する。なお、第１の反力付与構造を構成する
弾性要素の一例はばねである。
【００２６】
　ヘッドセット２０はさらに、第２の装着部２００により反力を与える第２の反力付与構
造を備える。第２の反力付与構造の一例は第２の装着部２００の内部に配置される弾性要
素（図示略）を含む。第２の反力付与構造はヘッドセット２０が頭部に装着されることに
ともなう弾性要素の変形により頭部に反力を与え、この反力により頭部に対する第２の装
着部２００の位置を保持する。なお、第２の反力付与構造を構成する弾性要素の一例はば
ねである。
【００２７】
　アーム４０はＵ字状またはそれに類似する形状を有する。アーム４０の形状によりアー
ム４０の内側に配置空間４０Ａが形成される。配置空間４０Ａにはユーザーの頭部が配置
される。
【００２８】
　光ユニット３０は光ユニット３０の外形を形成するユニットハウジング３１、および、
ユニットハウジング３１内に配置される光源３２を備える。ユニットハウジング３１は対
向面３１Ｐを備える。対向面３１Ｐは配置空間４０Ａに面している。光源３２は対向面３
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１Ｐと同様に配置空間４０Ａに面している。光源３２から出力される光は頭部の育毛を促
進させることに寄与し得る光であり、その一例は近赤外光である。
【００２９】
　一対の第１の装着部１００はアーム４０の中心よりも左側の部分に取り付けられる左側
の第１の装着部１００、および、アーム４０の中心よりも右側の部分に取り付けられる右
側の第１の装着部１００である。なお、アーム４０の中心はヘッドセット２０の幅方向で
ある左右方向の中心と実質的に同じである。
【００３０】
　一対の第２の装着部２００はアーム４０の中心よりも左側の部分に取り付けられる左側
の第２の装着部２００、および、アーム４０の中心よりも右側の部分に取り付けられる右
側の第２の装着部２００である。左側の第２の装着部２００はアーム４０のうちの左側の
第１の装着部１００と光ユニット３０との間に取り付けられる。右側の第２の装着部２０
０はアーム４０のうちの右側の第１の装着部１００と光ユニット３０との間に取り付けら
れる。第２の装着部２００は光ユニット３０の光源３２から出力される光の進行を邪魔し
ないようにアーム４０に取り付けられる。
【００３１】
　コントローラー９０はコントローラー９０の外形を形成するケース９１、光ユニット３
０に電力を供給する電源９２、および、光ユニット３０の動作を制御する回路基板９３を
備える。電源９２および回路基板９３はケース９１内に配置され、コード１０Ａにより光
ユニット３０と接続される。光源３２はコントローラー９０から供給される電力により光
を出力する。
【００３２】
　光育毛装置１０は例えば次のように使用される。
　ヘッドセット２０の配置空間４０Ａに頭部が配置され、ヘッドセット２０が頭部に装着
されることにより、例えば次の状態が形成される。一対の第１の装着部１００がそれぞれ
耳を覆うように側頭部に接触し、側頭部との接触にともなうアーム４０の変形により第１
の反力付与構造が第１の装着部１００を介して頭部に反力を与える。一対の第１の装着部
１００は協働して頭部を挟み込む。また、一対の第２の装着部２００がそれぞれ側頭部に
接触し、側頭部との接触にともなう第２の装着部２００の弾性変形により第２の反力付与
構造が第２の装着部２００を介して頭部に反力を与える。一対の第２の装着部２００は協
働して頭部を挟み込む。
【００３３】
　光ユニット３０は頭部の対象部位の付近に配置される。頭部の対象部位は例えば頭頂部
である。対向面３１Ｐおよび光源３２は対象部位に面する。なお、ユーザーは頭部に対す
る光ユニット３０の位置を変更することにより頭部の対象部位を任意に変更できる。
【００３４】
　ユーザーはヘッドセット２０を頭部に装着した後、光ユニット３０の動作を開始させる
ためのコントローラー９０のオン操作を実行する。コントローラー９０がオン操作される
ことにより光源３２から光が出力される。光源３２から出力される光は頭部の対象部位に
供給される。このため、育毛を促進させる効果が得られることがある。
【００３５】
　実施の形態１の光育毛装置１０によれば以下の効果が得られる。
　（１）光育毛装置１０は少なくとも１つの第２の装着部２００を備える。このため、第
２の装着部２００が存在しない場合と比較して、ヘッドセット２０が頭部に与える反力が
大きくなり、頭部に対する光ユニット３０の位置がずれにくくなる。
【００３６】
　（２）上記（１）の構成によれば、ユーザーがヘッドセット２０を長時間にわたって装
着しても頭部に対するヘッドセット２０の位置がずれにくい。このため、頭部の対象部位
に安定して光が供給され、育毛を促進させる効果が一層高められることがある。
【００３７】
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　（３）第２の装着部２００は光ユニット３０の光源３２から出力される光の進行を邪魔
しないようにアーム４０に取り付けられる。この構成によれば、ヘッドセット２０が頭部
に装着されるとき、第２の装着部２００が光源３２から出力される光の進行を邪魔しない
ように頭部に接触し、頭部に対する光ユニット３０の位置を保持する。このため、第２の
装着部２００が上記のように配置されない場合と比較して、光ユニット３０から頭部に対
して光が効率的に供給される。
【００３８】
　（実施の形態２）
　図２は実施の形態２の光育毛装置１０を示す。実施の形態２の光育毛装置１０は実施の
形態１の光育毛装置１０の一部が以下のとおり変更された構成を備える。なお、実施の形
態１と共通する符号が付された要素は実施の形態１の対応する要素と同様または類似の機
能を備える。
【００３９】
　ヘッドセット２０は一対のアーム４０である左側のアーム４０および右側のアーム４０
を備える。左側のアーム４０は光ユニット３０の左側の端部に接続される。右側のアーム
４０は光ユニット３０の右側の端部に接続される。左側の第１の装着部１００および第２
の装着部２００は左側のアーム４０に取り付けられる。右側の第１の装着部１００および
第２の装着部２００は右側のアーム４０に取り付けられる。
【００４０】
　（実施の形態３）
　図３は実施の形態３の光育毛装置１０を示す。実施の形態３の光育毛装置１０の構成は
実施の形態２の光育毛装置１０の一部が以下のとおり変更された構成に相当する。なお、
実施の形態２と共通する符号が付された要素は実施の形態２の対応する要素と同様または
類似の機能を備える。
【００４１】
　一対の第２の装着部２００はユニットハウジング３１の対向面３１Ｐに取り付けられる
。ヘッドセット２０が頭部に装着されることにより、一対の第２の装着部２００がそれぞ
れ頭頂部に接触する。第２の反力付与構造は第２の装着部２００を介して頭部に反力を与
える。このとき、第２の装着部２００が頭部に与える反力に基づいて第２の装着部２００
を頭部に対して移動させようとする力（以下では「変位促進力」）が第２の装着部２００
および第１の装着部１００に働く。
【００４２】
　一方、第１の装着部１００が頭部に対する自身の位置を保持する力（以下では「第１の
装着部１００の保持力」）は、第１の装着部１００に働く変位促進力よりも大きい力に設
定される。このため、第２の装着部２００に変位促進力が働いても第１の装着部１００が
頭部に対して実質的に移動しない。
【００４３】
　第１の装着部１００の保持力は主として第１の装着部１００と頭部との間に発生する摩
擦力により決められる。この摩擦力は主として第１の反力付与機構が第１の装着部１００
を介して頭部に与える反力により決められる。一例によれば、第１の反力付与機構が第１
の装着部１００を介して頭部に与える反力が、第２の装着部２００が頭部に与える反力よ
りも大きく設定されることにより、上述される第１の装着部１００の保持力が得られる。
【００４４】
　実施の形態３の光育毛装置１０によれば、実施の形態２の光育毛装置１０により得られ
る（１）～（３）の効果に加えて、さらに以下の効果が得られる。
　（４）光育毛装置１０は実施の形態に例示される形態とは別の各種の形態を取り得る。
その一例によれば、第１の装着部１００の保持力が変位促進力よりも小さい。このため、
ヘッドセット２０が頭部に装着されるとき、変位促進力に基づく第２の装着部２００の移
動が抑えられず、第２の装着部２００の移動にともないアーム４０および光ユニット３０
が頭部に対して移動することがある。その場合には、頭部と光ユニット３０との間隔が広
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がり、光源３２から出力される光が頭部に到達しにくくなる。
【００４５】
　一方、実施の形態３の光育毛装置１０によれば、このような問題点を解消または緩和す
るため、上記のとおり第１の装着部１００の保持力が設定される。この構成によれば、変
位促進力が第２の装着部２００に働いても第１の装着部１００の保持力により第１の装着
部１００が頭部に対して実質的に移動しない。このため、第２の装着部２００も頭部に対
して実質的に移動せず、光ユニット３０が頭部に対して移動することが妨げられる。この
ため、上記別の形態と比較して、光源３２から出力される光が頭部の対象部位に効率的に
供給される。
【００４６】
　（実施の形態４）
　図４は実施の形態４の光育毛装置１０を示す。実施の形態４の光育毛装置１０は実施の
形態３に明示されていない以下の構成をさらに備える。なお、実施の形態３と共通する符
号が付された要素は実施の形態３の対応する要素と同様または類似の機能を備える。
【００４７】
　ヘッドセット２０は一対のヒンジ部７０である左側のヒンジ部７０および右側のヒンジ
部７０をさらに備える。各ヒンジ部７０はヘッドセット２０の前後方向と実質的に同じ方
向に伸びる回転軸を有する。
【００４８】
　左側のヒンジ部７０は左側のアーム４０が回転軸まわりで光ユニット３０に対して回転
できるように左側のアーム４０と光ユニット３０の左側の端部とを接続する。左側のアー
ム４０が光ユニット３０に対して回転することにより、一対の第１の装着部１００の間隔
が変化するように右側の第１の装着部１００に対する左側の第１の装着部１００の位置が
変化する。
【００４９】
　右側のヒンジ部７０は右側のアーム４０が回転軸まわりで光ユニット３０に対して回転
できるように右側のアーム４０と光ユニット３０の右側の端部とを接続する。右側のアー
ム４０が光ユニット３０に対して回転することにより、一対の第１の装着部１００の間隔
が変化するように左側の第１の装着部１００に対する右側の第１の装着部１００の位置が
変化する。
【００５０】
　実施の形態４の光育毛装置１０によれば、実施の形態３の光育毛装置１０により得られ
る（１）～（４）の効果に加えて、さらに以下の効果が得られる。
　（５）光育毛装置１０は一対のヒンジ部７０を備える。この構成によれば、ヘッドセッ
ト２０が頭部に装着されるときに一対の第１の装着部１００の間隔が変化する。このため
、一対の第１の装着部１００は様々な形状の頭部に装着される場合であってもそれぞれの
頭部をしっかりと挟み込むことができる。このため、頭部に対する光ユニット３０の位置
が一層ずれにくくなる。
【００５１】
　（実施の形態５）
　図５は実施の形態５の光育毛装置１０を示す。実施の形態５の光育毛装置１０は実施の
形態４に明示されていない以下の構成をさらに備える。なお、実施の形態４と共通する符
号が付された要素は実施の形態４の対応する要素と同様または類似の機能を備える。
【００５２】
　ヘッドセット２０はアーム４０の長さを変化させる伸縮構造４１、および、アーム４０
の長さを保持するロック機構４２をさらに備える。伸縮構造４１によりアーム４０が伸張
する場合、第１の装着部１００が光ユニット３０に対して下方に移動する。
【００５３】
　ヘッドセット２０が頭部に装着されるとき、第２の装着部２００に変位促進力が働き、
この変位促進力に基づいてアーム４０を伸張させようとする力（以下では「伸張促進力」
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）がアーム４０に働くことがある。一方、ロック機構４２がアーム４０の長さを保持する
力（以下では「ロック機構４２の保持力」）は、変位促進力に基づいてアーム４０に働く
伸張促進力よりも大きい力に設定される。
【００５４】
　実施の形態５の光育毛装置１０によれば、実施の形態４の光育毛装置１０により得られ
る（１）～（５）の効果に加えて、さらに以下の効果が得られる。
　（６）光育毛装置１０は実施の形態に例示される形態とは別の各種の形態を取り得る。
その一例によれば、ロック機構４２の保持力が伸張促進力よりも小さい。このため、変位
促進力に基づいてアーム４０に働く伸張促進力によりアーム４０が伸張することがある。
その場合には、頭部と光ユニット３０との間隔が広がり、光源３２から出力される光が頭
部に到達しにくくなる。
【００５５】
　一方、実施の形態５の光育毛装置１０によれば、このような問題点を解消または緩和す
るため、上記のとおりロック機構４２の保持力が設定される。この構成によれば、伸張促
進力がアーム４０に働いてもロック機構４２の保持力によりアーム４０が実質的に伸張せ
ず、頭部に対する光ユニット３０の位置が保持される。このため、上記別の形態と比較し
て、光源３２から出力される光が頭部の対象部位に効率的に供給される。
【００５６】
　（実施の形態６）
　図６は実施の形態６の光育毛装置１０を示す。実施の形態６の光育毛装置１０は実施の
形態５に明示されていない以下の構成をさらに備える。なお、実施の形態５と共通する符
号が付された要素は実施の形態５の対応する要素と同様または類似の機能を備える。
【００５７】
　ヘッドセット２０はアーム４０と第１の装着部１００とを接続する一対のジョイント８
０をさらに備える。ジョイント８０はアーム４０の長手方向と同じ方向またはおおよそ同
じ方向に延長する第１の回転軸、および、第１の装着部１００の幅方向と同じ方向または
おおよそ同じ方向に延長する第２の回転軸を備える。
【００５８】
　ジョイント８０は第１の回転軸まわりでアーム４０に対して回転できるようにアーム４
０に取り付けられる。第１の装着部１００はジョイント８０とともに第１の回転軸まわり
でアーム４０に対して回転できるように、かつ、第２の回転軸まわりでジョイント８０に
対して回転できるようにジョイント８０に取り付けられる。
【００５９】
　実施の形態６の光育毛装置１０によれば、実施の形態５の光育毛装置１０により得られ
る（１）～（６）の効果に加えて、さらに以下の効果が得られる。
　（７）光育毛装置１０は第１の回転軸まわりでジョイント８０がアーム４０に対して回
転する構造を備える。この構成によれば、ヘッドセット２０が頭部に装着されるとき、ジ
ョイント８０および第１の装着部１００が側頭部の前後方向の形状に応じて第１の回転軸
まわりで回転する。このため、ヘッドセット２０が多様な形状の頭部に装着される場合で
あっても、第１の装着部１００が側頭部にしっかり接触しやすい。
【００６０】
　（８）光育毛装置１０は第２の回転軸まわりで第１の装着部１００がジョイント８０に
対して回転する構造を備える。この構成によれば、ヘッドセット２０が頭部に装着される
とき、第１の装着部１００が側頭部の上下方向の形状に応じて第２の回転軸まわりで回転
する。このため、ヘッドセット２０が多様な形状の頭部に装着される場合であっても、第
１の装着部１００が側頭部にしっかり接触しやすい。
【００６１】
　（実施の形態７）
　図７は実施の形態７の光育毛装置１０を示す。実施の形態７の光育毛装置１０は実施の
形態６に明示されていない以下の構成をさらに備える。なお、実施の形態６と共通する符
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号が付された要素は実施の形態６の対応する要素と同様または類似の機能を備える。
【００６２】
　図７に示される光育毛装置１０のヘッドセット２０およびコントローラー９０は、図６
等にモデル化して示されたそれらの物体が取り得る具体的形態の一例である。ヘッドセッ
ト２０はおおよそヘッドフォンのような形状を有し、複数の構造的な機能ブロックを備え
る。一例によればヘッドセット２０は、光を出力する光ユニット３０、ならびに、協働し
て光ユニット３０の位置を保持する一対のアーム４０、一対の第１の装着部１００、およ
び、一対の第２の装着部２００を備える。第１の装着部１００はソフトな接触感を与える
第１のパッド１１０を備える。第２の装着部２００はソフトな接触感を与える第２のパッ
ド２１０を備える。
【００６３】
　図８に示されるとおり、コード１０Ａは光ユニット３０の背面側に引き回される。図９
に示されるとおり、第１のパッド１１０はヘッドセット２０の前後方向において光ユニッ
ト３０の最も寸法が大きい部分よりも前方側および後方側に飛び出ている。この寸法の設
定は第１のパッド１１０が側頭部に対して接触し得る面積を広くすることに寄与する。
【００６４】
　図１０に示されるとおり、左側の第１の装着部１００は左側の第２のパッド２１０より
もヘッドセット２０の幅方向の外側、かつ、アーム４０のうちのヘッドセット２０の幅方
向の外側に最も脹らんだ部分よりも内側に配置される。右側の第１の装着部１００は右側
の第２のパッド２１０よりもヘッドセット２０の幅方向の外側、かつ、アーム４０のうち
のヘッドセット２０の幅方向の外側に最も脹らんだ部分よりも内側に配置される。
【００６５】
　図１１は分解された光ユニット３０を示す。
　ヘッドセット２０に含まれる第１の反力付与構造の一例は各アーム４０に反力を与える
板ばね４３である。板ばね４３は図１５に示されるようにユニットハウジング３１および
各アーム４０の内部にまたがって配置される。
【００６６】
　図２１Ａおよび図２１Ｂはヘッドセット２０が頭部に装着された状態の一例を示す。ヘ
ッドセット２０が頭部に装着されるとき、一対の第１の装着部１００がそれぞれ側頭部と
接触し、各アーム４０がヒンジ部７０まわりで回転し、一対の第１の装着部１００の間隔
が広げられる。このため、板ばね４３が各アーム４０に反力を与える。この反力は第１の
装着部１００を介して頭部に与えられる。このため、頭部に対して光ユニット３０を移動
させる力が働いても、各第１の装着部１００と頭部との間に発生する摩擦力により頭部に
対する光ユニット３０の位置が保持される。
【００６７】
　図１１に示されるとおり、光ユニット３０は光を供給する１つの構造的な機能ブロック
であり、複数の要素を備える。一例によれば光ユニット３０は、ユニットハウジング３１
および光源３２に加えて、光源３２から出力された光を集光する透明レンズ３３、および
、透明レンズ３３を覆う透明カバー３４をさらに備える。光ユニット３０はさらに、ユニ
ットハウジング３１に取り付けられるファンケース３５、ファンケース３５に取り付けら
れる電動ファン３６、および、光源３２等が冷却されるように空気を通す冷却通路Ｒ（図
１９参照）を備える。
【００６８】
　ユニットハウジング３１は光ユニット３０の上側の外形を形成する第１のハウジング要
素３１Ａ、および、光ユニット３０の下側の外形を形成する第２のハウジング要素３１Ｂ
により構成される。図１７に示されるとおり、第１のハウジング要素３１Ａはユニットハ
ウジング３１の内側に向けて突出する複数の支持リブ３１Ｃを備える。第２のハウジング
要素３１Ｂは透明カバー３４に挿入される複数のボス３１Ｄ（図１１参照）、透明カバー
３４が嵌め込まれるカバー穴３１Ｅ（図１６参照）、および、第２のパッド２１０が嵌め
込まれる一対のパッド穴３１Ｆ（図１６参照）を備える。
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【００６９】
　第１のハウジング要素３１Ａおよび第２のハウジング要素３１Ｂは図１１に示される４
本のねじＳＡ１により互いに固定される。各ハウジング要素３１Ａ、３１Ｂが互いに固定
されることにより、図１６に示されるとおり、ユニットハウジング３１内に内部空間３０
Ａが形成される。内部空間３０Ａには、第２のハウジング要素３１Ｂ側から第１のハウジ
ング要素３１Ａ側に向けて透明カバー３４、透明レンズ３３、光源３２、ファンケース３
５、および、電動ファン３６の順に各要素が重ねて配置される。
【００７０】
　図１６に示されるとおり、光源３２はコード１０Ａ（図８参照）を介してコントローラ
ー９０から電源が供給される基板３２Ａ、および、基板３２Ａに実装される複数の発光素
子３２Ｂを備える。発光素子３２Ｂの一例は近赤外光を出力するＬＥＤである。透明レン
ズ３３は発光素子３２Ｂを覆うように基板３２Ａに固定される。
【００７１】
　図１１に示されるとおり、透明カバー３４は発光素子３２Ｂから出力される光が通過す
る透過部３４Ａ、透過部３４Ａの周囲に形成されるフランジ３４Ｂ、および、フランジ３
４Ｂから透明カバー３４の背面側に突出する複数のボス３４Ｃを備える。複数のボス３４
Ｃには、それぞれ第２のハウジング要素３１Ｂのボス３１Ｄが挿入される。図１６に示さ
れるとおり、透過部３４Ａはユニットハウジング３１のカバー穴３１Ｅに嵌め込まれ、ユ
ニットハウジング３１の対向面３１Ｐとともに光ユニット３０の外形を形成する。
【００７２】
　結合された光源３２および透明レンズ３３は、透明レンズ３３が透明カバー３４のボス
３４Ｃと接触するように透明カバー３４に載せられる。この配置により、図１６に示され
るとおり透明カバー３４の透過部３４Ａと透明レンズ３３との間に空気の通路である光源
正面通路ＲＣが形成される。
【００７３】
　図１１に示されるとおり、ファンケース３５は電動ファン３６を支持するベース３５Ａ
、および、ベース３５Ａから第１のハウジング要素３１Ａ側に立ち上がるファン取付壁３
５Ｂを備える。ファンケース３５はさらに、ベース３５Ａから第２のハウジング要素３１
Ｂ側に立ち上がる光源支持壁３５Ｃおよび流路形成壁３５Ｄを備える。ベース３５Ａには
ベース３５Ａを貫通する通気穴３５Ｅが形成される。
【００７４】
　図１６に示されるとおり、光源支持壁３５Ｃは基板３２Ａの背面に載せられる。流路形
成壁３５Ｄは第２の装着部２００の要素の１つであるストッパー２２０に載せられる。こ
の配置により、ベース３５Ａと基板３２Ａの背面と間に空気の通路である光源背面通路Ｒ
Ｅが形成され、流路形成壁３５Ｄと基板３２Ａおよび透明レンズ３３の側面との間に空気
の通路である屈曲通路ＲＤが形成される。光源背面通路ＲＥはベース３５Ａに形成される
通気穴３５Ｅを含む。屈曲通路ＲＤは透明レンズ３３の正面側から基板３２Ａの背面側に
回り込むように屈曲した形状を有する。
【００７５】
　図１１に示される４本のねじＳＡ２はそれぞれ第２のハウジング要素３１Ｂ上に配置さ
れた透明カバー３４、透明レンズ３３、光源３２、および、ファンケース３５の穴に挿入
され、第２のハウジング要素３１Ｂのボス３１Ｄにねじ込まれる。このため、第２のハウ
ジング要素３１Ｂ、透明カバー３４、透明レンズ３３、光源３２、および、ファンケース
３５が互いに固定される。
【００７６】
　図１６に示されるとおり、電動ファン３６はファンケース３５のファン取付壁３５Ｂの
内側に嵌め込まれ、ベース３５Ａにより支持される。コントローラー９０（図７参照）の
電力はコード１０Ａを介して電動ファン３６に供給される。電動ファン３６の吸入口はベ
ース３５Ａに形成される通気穴３５Ｅと繋がる。電動ファン３６の吐出口はユニットハウ
ジング３１の内部空間３０Ａのうちのファンケース３５および電動ファン３６の側方に形
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成される部分と繋がる。
【００７７】
　図１７に示されるとおり、電動ファン３６の上面には第１のハウジング要素３１Ａの複
数の支持リブ３１Ｃが突き当てられる。電動ファン３６の上面と第１のハウジング要素３
１Ａの内面との間には内部空間３０Ａの一部である上部空間３０Ｂが形成される。上部空
間３０Ｂは電動ファン３６と第１のハウジング要素３１Ａとの間の断熱に寄与する。
【００７８】
　図１１は分解された第２の装着部２００等を示す。
　第２の装着部２００は自身の変形に基づいて反力を与える１つの構造的な機能ブロック
であり、複数の要素を備える。一例によれば第２の装着部２００は、第２のパッド２１０
に加えて、第２のパッド２１０に反力を与えるストッパー２２０をさらに備える。ストッ
パー２２０は第２の反力付与構造を構成する。
【００７９】
　第２のパッド２１０は弾性を有する材料により形成され、その一例はシリコーンゴムま
たはエラストマーである。図１０に示されるとり、第２のパッド２１０の長手方向の寸法
は透明カバー３４の透過部３４Ａの径とおおよそ同じ大きさに設定される。第２のパッド
２１０はユニットハウジング３１に取り付けられる中空の胴２１１、胴２１１の周囲に形
成されるフランジ２１２、および、胴２１１の外面に形成される複数の突起２１３を備え
る。
【００８０】
　図１６に示されるとおり、胴２１１は第２のハウジング要素３１Ｂのパッド穴３１Ｆに
嵌め込まれる。フランジ２１２は第２のハウジング要素３１Ｂの背面とストッパー２２０
の要素の１つであるストッパー基台２３０との間に挟み込まれる。図１０に示されるとお
り、複数の突起２１３は胴２１１の外面のおおよそ全体にわたって形成され、頭部に対す
る第２の装着部２００の位置を保持することに寄与する。
【００８１】
　図１１に示されるとおり、ストッパー２２０はユニットハウジング３１に固定されるス
トッパー基台２３０、ストッパー基台２３０に固定される固定カバー２４０、および、ス
トッパー基台２３０に対して移動する移動カバー２５０を備える。ストッパー２２０はさ
らに、移動カバー２５０を第２のパッド２１０の胴２１１に押し付けるばね２６０を備え
る。
【００８２】
　図１６に示されるとおり、ストッパー基台２３０は第２のパッド２１０のフランジ２１
２を第２のハウジング要素３１Ｂとの間に挟み込むフランジ２３１、および、ストッパー
基台２３０を貫通する挿入穴２３２を備える。ストッパー基台２３０は図１１に示される
２本のねじＳＡ３により第２のハウジング要素３１Ｂに固定される。
【００８３】
　図１６に示されるとおり、固定カバー２４０は一方の端部が先端壁２４１により閉塞さ
れ、他方の端部が開口した筒状の物体であり、図１１に示される１本のねじＳＡ４により
ストッパー基台２３０に固定される。
【００８４】
　図１６に示されるとおり、移動カバー２５０は一方の端部が先端壁２５１により閉塞さ
れ、他方の端部が開口した筒状の物体であり、ストッパー基台２３０の挿入穴２３２に挿
入され、ストッパー基台２３０と接触する突起２５２（図１１参照）を備える。先端壁２
５１は球面形状の端面を有する。移動カバー２５０のうちの先端壁２５１側の部分は、ス
トッパー基台２３０および第２のハウジング要素３１Ｂの外部に突出し、胴２１１の内部
の空間に配置される。
【００８５】
　ばね２６０は固定カバー２４０および移動カバー２５０の内部に形成される収容空間２
７０に配置され、移動カバー２５０の先端壁２５１を胴２１１に押し付ける反力を移動カ
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バー２５０に与える。胴２１１に対して外側から力が加えられていない初期状態によれば
、ばね２６０の力により移動カバー２５０の突起２５２（図１１参照）がストッパー基台
２３０と接触する。このため、ストッパー基台２３０および第２のパッド２１０に対する
移動カバー２５０の位置が決められる。初期状態が形成されているとき、胴２１１が移動
カバー２５０の先端壁２５１により内側から外側に押され、外側に脹らむように変形して
いる。
【００８６】
　胴２１１を外側から内側に押す力が頭部から胴２１１に加えられることにより、移動カ
バー２５０がストッパー基台２３０および固定カバー２４０に対して移動し、ばね２６０
を圧縮する。このため、ばね２６０が移動カバー２５０に反力を与える。この反力は胴２
１１を介して頭部に与えられる。
【００８７】
　このように第２の装着部２００は、ばね２６０の変形に基づいて頭部に反力を与える構
造を備える。第２の装着部２００が頭部に与える反力は、頭部に対する光ユニット３０の
位置を保持することに適した所定範囲に設定される。所定範囲の一例は０．５Ｎ～５Ｎで
ある。第２の装着部２００が頭部に与える反力は、主としてばね２６０が移動カバー２５
０に与える反力により決められる。
【００８８】
　第２の装着部２００はさらに、初期状態からばね２６０がわずかに圧縮されることによ
り、すなわち、初期状態から胴２１１がわずかに弾性変形することにより、所定値以上の
反力を発生するように構成される。所定値の一例は０．５Ｎである。第２の装着部２００
の反力に関する数値は例示であり、光ユニット３０の重量等に応じて任意に変更できる。
【００８９】
　図１２は分解された右側のアーム４０等を示す。図１３は分解された左側のアーム４０
等を示す。一対のアーム４０はヘッドセット２０の幅方向の中心線に対して実質的に線対
称の関係を有する。
【００９０】
　ヘッドセット２０はジョイント８０に取り付けられる一対のカバー８３をさらに備える
。図８に示されるとおり、カバー８３はジョイント８０に取り付けられることによりアー
ム４０の先端側に配置され、アーム４０に滑らかな先端形状を与える。
【００９１】
　ヒンジ部７０はユニットハウジング３１の開口部に形成される受部７１（図１１参照）
、および、アーム４０に形成されるボス７２（図１２参照）を備える。これらの要素が相
対的に回転できるように結合されることによりヒンジ部７０が構成される。
【００９２】
　図１５に示されるとおり、左側のヒンジ部７０は光ユニット３０と左側のアーム４０と
を相対的に回転できるように接続する。右側のヒンジ部７０は光ユニット３０と右側のア
ーム４０とを相対的に回転できるように接続する。
【００９３】
　アーム４０は配置空間４０Ａの内側から外側に脹らむように湾曲した物体であり、複数
の要素を備える。一例によればアーム４０は、ヒンジ部７０によりユニットハウジング３
１に取り付けられる上段アーム５０、および、上段アーム５０に取り付けられる下段アー
ム６０を備える。アーム４０はさらに、上段アーム５０と下段アーム６０とを相対的にス
ライドさせる伸縮構造４１、および、上段アーム５０と下段アーム６０との相対的な位置
を固定するロック機構４２を備える。
【００９４】
　伸縮構造４１は上段アーム５０の細い部分５０Ｂと、細い部分５０Ｂに対してスライド
するように細い部分５０Ｂに取り付けられる下段アーム６０とを含む。アーム４０の長さ
は、図２０Ａに示される最も短い長さから図２０Ｂに示される最も長い長さまでの範囲に
おいて段階的に変化する。
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【００９５】
　図１５に示されるとおり、上段アーム５０は板ばね４３を収容する太い部分５０Ａ、お
よび、下段アーム６０が取り付けられる細い部分５０Ｂを備える。図１２に示されるとお
り、上段アーム５０は上段アーム５０の内側の外形を形成する第１の上段要素５１、およ
び、上段アーム５０の外側の外形を形成する第２の上段要素５２を備える。ヒンジ部７０
のボス７２は第１の上段要素５１の端部に形成される。第２の上段要素５２はロック機構
４２が配置される収容穴５２Ａを備える。
【００９６】
　各上段要素５１、５２の太い部分５０Ａの端部は図１２に示される４本のねじＳＢ１に
より互いに固定される。図１５に示されるとおり、各上段要素５１、５２の太い部分５０
Ａと板ばね４３とは１本のねじＳＢ２により互いに固定される。各上段要素５１、５２の
細い部分５０Ｂは２本のねじＳＢ２により互いに固定される。各下段要素６１、６２は図
１２に示される２本のねじＳＢ３により互いに固定される。
【００９７】
　図１８はアーム４０の内部の構造を示す。
　下段アーム６０の第２の下段要素６２はその内部において互いに対向する一対の側面に
規制部６２Ａを備える。規制部６２Ａは側面の長手方向に並べて形成される複数の凹凸の
群である。
【００９８】
　ロック機構４２は下段アーム６０の規制部６２Ａに押し付けられる一対のアジャストロ
ック４２Ａ、および、アジャストロック４２Ａを規制部６２Ａに押し付けるロックばね４
２Ｂを備える。ロックばね４２Ｂは上段アーム５０の収容穴５２Ａに配置される。各アジ
ャストロック４２Ａはロックばね４２Ｂの端部のそれぞれに取り付けられ、その先端部分
が収容穴５２Ａから突出するように収容穴５２Ａに配置される。
【００９９】
　規制部６２Ａの凹部はアジャストロック４２Ａの先端の形状に対応した形状を有する。
上段アーム５０と下段アーム６０とが相対的にスライドできる範囲、すなわち、アーム４
０の長さが変化する範囲は、下段アーム６０における規制部６２Ａが形成される長手方向
の範囲により決められる。
【０１００】
　アジャストロック４２Ａが規制部６２Ａの凹部に押し付けられることにより、アジャス
トロック４２Ａおよび規制部６２Ａが協働して上段アーム５０と下段アーム６０との相対
的なスライドを規制する。このため、アーム４０の長さが保持される。
【０１０１】
　アジャストロック４２Ａが規制部６２Ａの凹部に押し付けられた状態を保持する力、す
なわち、アーム４０の長さを保持する力であるロック機構４２の保持力は、頭部に対する
ヘッドセット２０の安定性を決める主要な要素の１つである。ロック機構４２の保持力は
、主としてアジャストロック４２Ａと規制部６２Ａとの間に発生する摩擦力により決めら
れる。この摩擦力は、主としてロックばね４２Ｂがアジャストロック４２Ａに与える反力
により決められる。
【０１０２】
　上段アーム５０と下段アーム６０とを相対的にスライドさせる方向に作用する力がアー
ム４０に働いていない場合、ロック機構４２の保持力によりアーム４０の長さが保持され
る。上記力がアーム４０に働く場合、ロックばね４２Ｂの反力に抗してアジャストロック
４２Ａを収容穴５２Ａ側に変位させようとする力がアジャストロック４２Ａに働く。ただ
し、その力がロック機構４２の保持力よりも小さい場合には、ロック機構４２の保持力に
よりアーム４０の長さが依然として保持される。
【０１０３】
　一方、アジャストロック４２Ａを収容穴５２Ａ側に変位させようとする力がロック機構
４２の保持力よりも大きい場合には、アジャストロック４２Ａが規制部６２Ａの凹部から
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離脱し、上段アーム５０と下段アーム６０とが相対的にスライドする。このため、アーム
４０の長さが変化する。
【０１０４】
　図２１Ａおよび図２１Ｂに示されるとおり、ヘッドセット２０が頭部に装着されるとき
、第２の装着部２００が頭部に与える反力に基づいて変位促進力が第２の装着部２００に
働く。この変位促進力は図１６に示される第２のパッド２１０の胴２１１を介して移動カ
バー２５０を配置空間４０Ａとは反対側に変位させるように作用し、さらに、ストッパー
基台２３０およびユニットハウジング３１を介してアーム４０に作用する。
【０１０５】
　一方、ヘッドセット２０が頭部に装着されるとき、図２１Ａおよび図２１Ｂに示される
とおり一対の第１の装着部１００が頭部と接触している。このため、アーム４０に作用す
る変位促進力と、第１の装着部１００と頭部との間に生じる摩擦力とにより、上段アーム
５０を下段アーム６０に対してスライドさせる力である伸張促進力がアーム４０に働く。
このため、図１６に示されるアジャストロック４２Ａを収容穴５２Ａ側に移動させようと
する力が働く。
【０１０６】
　ロック機構４２の保持力は伸張促進力に基づいてアジャストロック４２Ａに働く上記力
よりも大きい力に設定される。このため、第２の装着部２００に変位促進力が働く場合で
あってもロック機構４２が上段アーム５０と下段アーム６０との相対的なスライドを規制
し、アーム４０の長さを保持する。
【０１０７】
　一例によれば、ロックばね４２Ｂ（図１８参照）からアジャストロック４２Ａに与えら
れる反力が、ばね２６０（図１６参照）から頭部に与えられる反力よりも大きい力に設定
されることにより、上述されるロック機構４２の保持力が得られる。
【０１０８】
　図１２および図１３は分解された第１の装着部１００を示す。
　第１の装着部１００は反力を与える１つの構造的な機能ブロックであり、複数の要素を
備える。一例によれば第１の装着部１００は、第１のパッド１１０に加えて、ジョイント
８０によりアーム４０と接続されるホルダー１２０をさらに備える。
【０１０９】
　ホルダー１２０は第１の装着部１００の外形を形成する湾曲ケース１３０、および、湾
曲ケース１３０に取り付けられる湾曲カバー１４０を備える。湾曲ケース１３０および湾
曲カバー１４０は同様のＵ字状を有し、８本のねじＳＣ１により互いに固定される。
【０１１０】
　湾曲ケース１３０はジョイント８０の第２の軸８２が配置される凹部１３１、および、
ねじＳＣ１がねじ込まれる複数のボス１３２を備える。湾曲カバー１４０はジョイント８
０の第２の軸８２を支持する軸受１４１、および、ねじＳＣ１が挿入される複数のボス１
４２を備える。
【０１１１】
　ジョイント８０はアーム４０に取り付けられる第１の軸８１、および、ホルダー１２０
が取り付けられる第２の軸８２を備える。第１の軸８１はアーム４０の長手方向とおおよ
そ同じ方向に延長する第１の回転軸を有し、アーム４０に対して回転できるように第１の
下段要素６１と第２の下段要素６２との間に挟み込まれる。アーム４０の長手方向は、例
えばアーム４０が最も外側に脹らんだ部分におけるアーム４０の接線により規定される。
【０１１２】
　第２の軸８２はホルダー１２０の幅方向とおおよそ同じ方向に延長する第２の回転軸を
有し、ホルダー１２０に対して回転できるように湾曲ケース１３０と湾曲カバー１４０と
の間に挟み込まれる。ホルダー１２０の幅方向は図１７に示される第１の装着部１００の
正面視においてアーム４０の長手方向と直交する方向である。
【０１１３】
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　図１５に示されるとおり、第１の回転軸が延長する方向はヘッドセット２０の高さ方向
と同じ方向またはおおよそ同じ方向である。第２の回転軸が延長する方向はヘッドセット
２０の前後方向と同じ方向またはおおよそ同じ方向である。
【０１１４】
　第１の装着部１００は第２の軸８２まわりでジョイント８０に対して回転できるように
、かつ、第１の軸８１まわりでジョイント８０に対して回転しないようにジョイント８０
に取り付けられる。
【０１１５】
　ジョイント８０が第１の軸８１まわりでアーム４０に対して回転することにより、アー
ム４０に対する第１の装着部１００の姿勢が変化する。第１の装着部１００は第１の装着
部１００の前方部分が配置空間４０Ａに入り込む姿勢、および、第１の装着部１００の前
方部分が配置空間４０Ａから飛び出す姿勢の両方の姿勢を取り得る。
【０１１６】
　第１の装着部１００が第２の軸８２まわりでジョイント８０に対して回転することによ
り、アーム４０に対する第１の装着部１００の姿勢が変化する。第１の装着部１００は第
１の装着部１００の先端部分が配置空間４０Ａに入り込む姿勢、および、第１の装着部１
００の先端部分が配置空間４０Ａから飛び出る姿勢の両方の姿勢を取り得る。
【０１１７】
　図１２および図１３はホルダー１２０から分離された第１のパッド１１０を示す。
　第１のパッド１１０は弾性を有する材料により形成され、その一例はシリコーンゴムま
たはエラストマーである。第１のパッド１１０はホルダー１２０と同様にＵ字状に湾曲し
、複数の突起１１１を備える。複数の突起１１１は頭部に対する第１の装着部１００の位
置を保持することに寄与する。一例によれば、突起１１１の大きさは第２のパッド２１０
の突起２１３よりも大きく設定される。
【０１１８】
　第１の装着部１００が頭部に対する自身の位置を保持する力である第１の装着部１００
の保持力は、頭部に対するヘッドセット２０の安定性を決める主要な要素の１つである。
第１の装着部１００の保持力は、主として第１のパッド１１０と頭部との間に発生する摩
擦力により決められる。この摩擦力は、主として板ばね４３がアーム４０に与える反力に
より決められる。
【０１１９】
　図２１Ａおよび図２１Ｂに示されるとおり、ヘッドセット２０が頭部に装着されるとき
、第２の装着部２００が頭部に与える反力に基づいて変位促進力が第２の装着部２００に
働く。この変位促進力は移動カバー２５０、ストッパー基台２３０、ユニットハウジング
３１、および、アーム４０を介して第１の装着部１００に作用する。このため、第１の装
着部１００を頭部に対して移動させようとする力が第１の装着部１００に働く。
【０１２０】
　一方、第１の装着部１００の保持力は変位促進力に基づいて第１の装着部１００を頭部
に対して移動させようとする力よりも大きい力に設定される。このため、第２の装着部２
００に変位促進力が働く場合であっても第１の装着部１００が頭部に対して実質的に移動
せず、頭部に対するアーム４０および光ユニット３０の位置を保持する。
【０１２１】
　一例によれば、板ばね４３（図１５参照）によりアーム４０に与えられる反力が、ばね
２６０（図１６参照）により頭部に与えられる反力よりも大きい力に設定されることによ
り、上述される第１の装着部１００の保持力が得られる。
【０１２２】
　図１４は分解されたコントローラー９０を示す。
　コントローラー９０は手に持つことができる程度の大きさを有し、複数の要素を備える
。一例によればコントローラー９０は、ケース９１、電源９２である蓄電池、および、回
路基板９３に加えて、回路基板９３および電源９２が取り付けられる基台９４、ならびに
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電源９２と接続される一対の電極金具９５を備える。コントローラー９０はさらに、電源
９２を基台９４に押さえ付ける電池押さえ９６、ケース９１から露出するスイッチボタン
９７、および、発光素子から出力される光を透過するランプカバー９８を備える。
【０１２３】
　ケース９１はケース９１の正面側の外形を形成する第１のケース要素９１Ａ、および、
ケース９１の背面側の外形を形成する第２のケース要素９１Ｂにより構成される。第１の
ケース要素９１Ａ、第２のケース要素９１Ｂ、および、基台９４は４本のねじＳＤ１によ
り互いに固定される。ランプカバー９８は２本のねじＳＤ２により第１のケース要素９１
Ａの背面に固定される。
【０１２４】
　回路基板９３には、光ユニット３０の動作に応じて点灯または消灯する複数の発光素子
、および、スイッチボタン９７が押し込まれることにともないオンに設定される基板スイ
ッチが実装される。一対の電極金具９５は基台９４に固定される。電池押さえ９６は第２
のケース要素９１Ｂの背面に取り付けられる。
【０１２５】
　図１６は光ユニット３０の内部の構造を示す。
　光ユニット３０の冷却通路Ｒは光ユニット３０を構成する複数の要素の間に形成され、
主として光源３２、透明レンズ３３、および、透明カバー３４を冷却することに寄与する
。一例によれば冷却通路Ｒは、通路入口ＲＡ、ファン上流通路ＲＢ、光源正面通路ＲＣ、
屈曲通路ＲＤ、光源背面通路ＲＥ、ファン内部通路ＲＦ、ファン下流通路ＲＧ、および、
通路出口ＲＨを備える。
【０１２６】
　通路入口ＲＡはユニットハウジング３１の一方の開口端部と一方のアーム４０との間に
形成される隙間であり、ユニットハウジング３１の外部の空間と繋がる。図示される例に
よれば、第１のハウジング要素３１Ａと一方のアーム４０との隙間が通路入口ＲＡを形成
する。
【０１２７】
　ファン上流通路ＲＢはユニットハウジング３１の内部空間３０Ａにおける一方のストッ
パー２２０の周囲の空間であり、通路入口ＲＡの下流部分と繋がる。光源正面通路ＲＣは
透明レンズ３３の正面と透明カバー３４の背面との間に形成される通路であり、ファン上
流通路ＲＢの下流部分と繋がる。
【０１２８】
　屈曲通路ＲＤは光源３２および透明レンズ３３の側面とファンケース３５の流路形成壁
３５Ｄとの間に形成されてＵ字状に屈曲する通路であり、光源正面通路ＲＣの下流部分と
繋がる。光源背面通路ＲＥは光源３２の基板３２Ａの背面とファンケース３５のベース３
５Ａとの間に形成される通路、および、ファンケース３５の通気穴３５Ｅを含む通路であ
り、屈曲通路ＲＤの下流部分と繋がる。
【０１２９】
　ファン内部通路ＲＦは電動ファン３６の内部に形成される通路であり、光源背面通路Ｒ
Ｅの下流部分である通気穴３５Ｅと繋がる。ファン下流通路ＲＧはユニットハウジング３
１の内部空間３０Ａにおける他方のストッパー２２０の周囲の空間であり、ファン内部通
路ＲＦの下流部分である電動ファン３６の出口と繋がる。
【０１３０】
　通路出口ＲＨはユニットハウジング３１の他方の開口端部と他方のアーム４０との間に
形成される隙間であり、ファン下流通路ＲＧの下流部分およびユニットハウジング３１の
外部の空間と繋がる。図示される例によれば、第１のハウジング要素３１Ａと他方のアー
ム４０との隙間が通路出口ＲＨを形成する。
【０１３１】
　図１９は電動ファン３６により形成される空気の流れを示す。
　電動ファン３６はコントローラー９０（図７参照）がオン操作されることに基づいて回
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転しはじめる。電動ファン３６が回転することにより、ファン内部通路ＲＦに存在する空
気がファン下流通路ＲＧに吐出され、併せて光源背面通路ＲＥに存在する空気がファン内
部通路ＲＦに吸引される。ファン下流通路ＲＧに吐出された空気は通路出口ＲＨを通過し
てユニットハウジング３１の外部に流れ出る。
【０１３２】
　一方、光源背面通路ＲＥに存在する空気がファン内部通路ＲＦに吸引されるにともない
、屈曲通路ＲＤに存在する空気が光源背面通路ＲＥに流れ、光源正面通路ＲＣに存在する
空気が屈曲通路ＲＤに流れる。さらに、ファン上流通路ＲＢに存在する空気が光源正面通
路ＲＣに流れ、ユニットハウジング３１の外部に存在する空気が通路入口ＲＡを通過して
ファン上流通路ＲＢに流れる。
【０１３３】
　このように、電動ファン３６が回転することにより、ユニットハウジング３１の空気が
通路入口ＲＡからユニットハウジング３１内に流れ込む。そして、通路入口ＲＡを通過し
た空気はファン上流通路ＲＢ、光源正面通路ＲＣ、屈曲通路ＲＤ、光源背面通路ＲＥ、フ
ァン内部通路ＲＦ、および、ファン下流通路ＲＧの順に冷却通路Ｒを流れ、通路出口ＲＨ
を介してユニットハウジング３１の外部に排気される。冷却通路Ｒを流れる空気は透明カ
バー３４、透明レンズ３３、および、光源３２を冷却する。
【０１３４】
　光育毛装置１０は例えば次のように使用される。
　図２１Ａおよび図２１Ｂに示されるとおり、ヘッドセット２０の配置空間４０Ａに頭部
が配置され、ヘッドセット２０が頭部に装着されることにより、例えば次の状態が形成さ
れる。光ユニット３０は頭部の対象部位の一例である頭頂部上に配置される。一対の第１
のパッド１１０がそれぞれ耳を覆うように側頭部に接触する。第１のパッド１１０と側頭
部との接触にともないアーム４０がヒンジ部７０まわりで回転し、一対の第１のパッド１
１０の間隔が広げられる。
【０１３５】
　アーム４０の回転にともない板ばね４３（図１５参照）がアーム４０に反力を与える。
この反力は第１の装着部１００を介して頭部に与えられる。このため、一対の第１の装着
部１００が協働して頭部を挟み込む。また、一対の第２の装着部２００はそれぞれ頭頂部
に接触する。第２の装着部２００と頭頂部との接触によりばね２６０（図１６参照）が頭
部に反力を与える。
【０１３６】
　ユーザーはヘッドセット２０を頭部に装着した後、コントローラー９０のオン操作を実
行する。コントローラー９０がオン操作されることにより光源３２および電動ファン３６
の動作が開始する。光源３２から出力される光は頭部の対象部位に供給される。このため
、育毛を促進させる効果が得られることがある。
【０１３７】
　実施の形態７の光育毛装置１０によれば、実施の形態６の光育毛装置１０により得られ
る（１）～（８）の効果に加えて、さらに以下の効果が得られる。
　（９）第１の装着部１００は弾性変形し得る第１のパッド１１０を備える。この構成に
よれば、ヘッドセット２０が様々な形状の頭部に装着される場合であっても、第１のパッ
ド１１０がそれぞれの頭部に合わせて弾性変形し、頭部に適切に反力を与える。このため
、第１のパッド１１０は様々な形状の頭部に装着される場合であっても頭部をしっかり保
持することができる。このため、頭部に対する光ユニット３０の位置がずれにくい。
【０１３８】
　（１０）第２の装着部２００は弾性変形し得る第２のパッド２１０を備える。この構成
によれば、ヘッドセット２０が様々な形状の頭部に装着される場合であっても、第２のパ
ッド２１０がそれぞれの頭部に合わせて弾性変形し、頭部に適切に反力を与える。このた
め、第２のパッド２１０は様々な形状の頭部に装着される場合であっても頭部をしっかり
保持することができる。このため、頭部に対する光ユニット３０の位置がずれにくい。
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【０１３９】
　（１１）光育毛装置１０が頭部に装着されるとき、頭部の形状によっては、一対の第１
の装着部１００が頭部にしっかり接触する一方、第２の装着部２００が頭部にしっかりと
接触しにくいこともある。このため、光育毛装置１０が取り得る別の形態、すなわち、実
施の形態７に示される構成が第２の装着部２００に含まれない形態によれば、第２の装着
部２００により頭部に対する光ユニット３０の位置を保持する効果が得られないおそれが
ある。
【０１４０】
　光育毛装置１０はこのような問題点を解消または緩和するため、第２のパッド２１０が
わずかに弾性変形したときに所定値以上の反力を発生する構成を備える。この構成によれ
ば、頭部の形状が第２の装着部２００がしっかり接触しにくい形状であっても、第２のパ
ッド２１０がわずかに弾性変形する程度に第２のパッド２１０が頭部に接触すれば第２の
装着部２００が所定値以上の反力を発生する。第２の装着部２００は所定値以上の反力を
発生するときに、頭部に対する光ユニット３０のずれを抑制することに関して実質的に寄
与する。すなわち、第２のパッド２１０が頭部に接触すれば実質的に第２の装着部２００
の役割が果たされる。このため、光育毛装置１０は様々な形状の頭部に装着される場合で
あっても、頭部に対する光ユニット３０の位置をしっかり保持することができる。
【０１４１】
　（１２）ヘッドセット２０は電動ファン３６および冷却通路Ｒを備える。この構成によ
れば、冷却通路Ｒを流れる空気により透明カバー３４、透明レンズ３３、および、光源３
２が冷却される。このため、ヘッドセット２０が長時間にわって連続的に動作しても透明
カバー３４、透明レンズ３３、および、光源３２が高い温度を持ちにくい。
【０１４２】
　（変形例）
　各実施の形態に関する説明は本発明の光育毛装置が取り得る形態の例示であり、その形
態を制限することを意図していない。本発明の光育毛装置は各実施の形態以外に例えば以
下に示される各実施の形態の変形例を取り得る。
【０１４３】
　・変形例のヘッドセット２０はアジャストロック４２Ａおよびロックばね４２Ｂに代え
て、アーム４０が伸張する方向に下段アーム６０を押すばね、および、そのばねの力に抗
してアーム４０の長さを保持する構造を備える。
【０１４４】
　・変形例の第２の装着部２００はストッパー２２０を含まず、第２のパッド２１０の弾
性変形に基づく反力だけを頭部に与える。第２のパッド２１０が頭部に与える反力の大き
さは例えば胴２１１の肉厚に応じて調節できる。
【０１４５】
　・変形例の第２の装着部２００は第２のパッド２１０に代えて、ユニットハウジング３
１の対向面３１Ｐ上に取り付けられるシート状の第２のパッドを備える。この第２のパッ
ドも各実施の形態の第２のパッド２１０と同様に、弾性変形することにより頭部に反力を
与える。
【０１４６】
　・変形例のヒンジ部７０は受部７１およびボス７２により規定される回転軸に代えて、
ヘッドセット２０の前後方向に交差する方向に延長する回転軸を備える。
　・変形例のジョイント８０は第１の軸８１および第２の軸８２の一方だけを備える。
【０１４７】
　・変形例のジョイント８０は第１の軸８１により規定される第１の回転軸に代えて、ヘ
ッドセット２０の上下方向と実質的に同じ方向に延長する第１の回転軸を備える。
　・変形例のジョイント８０は第２の軸８２により規定される第２の回転軸に代えて、ヘ
ッドセット２０の前後方向に交差する方向に延長する第２の回転軸を備える。
【０１４８】
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　・変形例のヘッドセット２０は光ユニット３０と一対のアーム４０とが一体化された構
造を備える。その構造の一例によれば、光ユニット３０のユニットハウジング３１と各ア
ーム４０とが同一の材料により一体成形される。
【０１４９】
　・変形例のヘッドセット２０は板ばね４３を含む第１の反力付与構造に代えて、例えば
次のような第１の反力付与構造を備える。第１の反力付与構造に関する１つ目の変形例は
、第１の装着部１００の内部に配置されるばね（図示略）を含む。この反力付与構造はヘ
ッドセット２０が頭部に装着されることにともなうばねの変形により頭部に反力を与え、
この反力により頭部に対する第１の装着部１００の位置を保持する。第１の反力付与構造
に関する２つ目の変形例は実施の形態の第１のパッド１１０に代えて、第１のパッド１１
０よりも強い反力を頭部に与える別の第１のパッドを含む。この反力付与構造はヘッドセ
ット２０が頭部に装着されることにともなう別の第１のパッドの弾性変形により頭部に反
力を与え、この反力により頭部に対する第１の装着部１００の位置を保持する。
【０１５０】
　・変形例のヘッドセット２０は第２の装着部２００内に配置されるストッパー２２０を
含む第２の反力付与構造に代えて、例えば次のような第２の反力付与構造を備える。第２
の反力付与構造に関する１つ目の変形例は、光ユニット３０の内部に配置されるばね（図
示略）を含む。この反力付与構造はヘッドセット２０が頭部に装着されることにともなう
ばねの変形により第２の装着部２００を介して頭部に反力を与え、この反力により第２の
装着部２００の位置を保持する。第２の反力付与構造に関する２つ目の変形例は、実施の
形態の第２のパッド２１０に代えて、第２のパッド２１０よりも強い反力を頭部に与える
別の第２のパッドを含む。この反力付与構造はヘッドセット２０が頭部に装着されること
にともなう別の第２のパッドの弾性変形により頭部に反力を与え、この反力により第２の
装着部２００の位置を保持する。
【０１５１】
　・変形例のヘッドセット２０は第２の装着部２００を１つだけ備える、または、３つ以
上のいずれかの数の第２の装着部２００を備える。
　・変形例のヘッドセット２０は電源または電源回路を備える。電源または電源回路は例
えば光ユニット３０内に配置される。
【０１５２】
　なお、上記詳細な説明は例証的であり制限的でないことを意図する。例えば、上述した
各実施の形態、または、１つあるいは複数の変形例は、必要に応じて互いに組み合わせら
れる余地を含む。本開示の技術的特徴または主題は特定の実施の形態の全ての特徴よりも
少ない特徴に存在することがあり得る。このため、特許請求の範囲は発明の詳細な説明に
組み込まれ、各請求項は個別の実施の形態として自分自身を主張する。そして、本開示の
範囲は特許請求の範囲に与えられる権利、および、その均等物の全ての範囲の双方に基づ
いて確定される。
【０１５３】
　（課題を解決するための手段に関する付記）
　〔付記１〕：光を出力する光ユニットを備える光育毛装置であって、前記光ユニットは
、光を出力する光源、空気を吐出する電動ファン、前記電動ファンを支持するファンケー
ス、および、前記光源を冷却する冷却通路を備え、前記冷却通路は前記光源の正面から前
記光源の背面に回り込むように屈曲した屈曲通路を含む光育毛装置。
【０１５４】
　〔付記２〕：前記ファンケースは前記電動ファンを支持するベース、および、前記ベー
スから前記光源側に向けて立ち上がる流路形成壁を備え、前記屈曲通路が前記流路形成壁
と前記光源との間に形成される〔付記１〕に記載の光育毛装置。
【０１５５】
　〔付記３〕：前記光ユニットに取り付けられる一対のアームをさらに備え、前記光ユニ
ットは、前記光源、前記電動ファン、および、前記ファンケースを収容するユニットハウ
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ジングを備え、一方の前記アームが前記ユニットハウジングの一方の開口端部に接続され
、他方の前記アームが前記ユニットハウジングの他方の開口端部に接続され、前記一方の
アームと前記ユニットハウジングとの間に形成される隙間が前記冷却通路の入口を構成し
、前記他方のアームと前記ユニットハウジングとの間に形成される隙間が前記冷却通路の
出口を構成する〔付記２〕に記載の光育毛装置。
【０１５６】
　〔付記４〕：前記光ユニットは前記光源に取り付けられる透明レンズ、および、前記透
明レンズを保護する透明カバーをさらに備え、前記冷却通路は前記透明カバーの背面と前
記透明レンズとの間に形成される光源正面通路、および、前記光源の背面と前記ファンケ
ースとの間に形成される光源背面通路をさらに備え、前記光源正面通路と前記光源背面通
路とが前記屈曲通路により接続される〔付記１〕～〔付記３〕のいずれか一項に記載の光
育毛装置。
【産業上の利用可能性】
【０１５７】
　本発明は家庭用または業務用の光育毛装置に適用することが可能であり、さらに、ヘッ
ドフォン等のように頭部に装着して使用されるその他の電気機器についても適用すること
ができる。
【符号の説明】
【０１５８】
　１０　：光育毛装置
　１０Ａ：コード
　２０　：ヘッドセット
　３０　：光ユニット
　３０Ａ：内部空間
　３０Ｂ：上部空間
　３１　：ユニットハウジング
　３１Ａ：第１のハウジング要素
　３１Ｂ：第２のハウジング要素
　３１Ｃ：支持リブ
　３１Ｄ：ボス
　３１Ｅ：カバー穴
　３１Ｆ：パッド穴
　３１Ｐ：対向面
　３２　：光源
　３２Ａ：基板
　３２Ｂ：発光素子
　３３　：透明レンズ
　３４　：透明カバー
　３４Ａ：透過部
　３４Ｂ：フランジ
　３４Ｃ：ボス
　３５　：ファンケース
　３５Ａ：ベース
　３５Ｂ：ファン取付壁
　３５Ｃ：光源支持壁
　３５Ｄ：流路形成壁
　３５Ｅ：通気穴
　３６　：電動ファン
　４０　：アーム
　４０Ａ：配置空間
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　４１　：伸縮構造
　４２　：ロック機構
　４２Ａ：アジャストロック
　４２Ｂ：ロックばね
　４３　：板ばね
　５０　：上段アーム
　５０Ａ：太い部分
　５０Ｂ：細い部分
　５１　：第１の上段要素
　５２　：第２の上段要素
　５２Ａ：収容穴
　６０　：下段アーム
　６１　：第１の下段要素
　６２　：第２の下段要素
　６２Ａ：規制部
　７０　：ヒンジ部
　７１　：受部
　７２　：ボス
　８０　：ジョイント
　８１　：第１の軸
　８２　：第２の軸
　８３　：カバー
　９０　：コントローラー
　９１　：ケース
　９１Ａ：第１のケース要素
　９１Ｂ：第２のケース要素
　９２　：電源
　９３　：回路基板
　９４　：基台
　９５　：電極金具
　９６　：電池押さえ
　９７　：スイッチボタン
　９８　：ランプカバー
　１００：第１の装着部
　１１０：第１のパッド
　１１１：突起
　１２０：ホルダー
　１３０：湾曲ケース
　１３１：凹部
　１３２：ボス
　１４０：湾曲カバー
　１４１：軸受
　１４２：ボス
　２００：第２の装着部
　２１０：第２のパッド
　２１１：胴
　２１２：フランジ
　２１３：突起
　２２０：ストッパー
　２３０：ストッパー基台
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　２３１：フランジ
　２３２：挿入穴
　２４０：固定カバー
　２４１：先端壁
　２５０：移動カバー
　２５１：先端壁
　２５２：突起
　２６０：ばね
　２７０：収容空間
　Ｒ　　：冷却通路
　ＲＡ　：通路入口
　ＲＢ　：ファン上流通路
　ＲＣ　：光源正面通路
　ＲＤ　：屈曲通路
　ＲＥ　：光源背面通路
　ＲＦ　：ファン内部通路
　ＲＧ　：ファン下流通路
　ＲＨ　：通路出口
　ＳＡ１　：ねじ
　ＳＡ２　：ねじ
　ＳＡ３　：ねじ
　ＳＡ４　：ねじ
　ＳＢ１　：ねじ
　ＳＢ２　：ねじ
　ＳＢ３　：ねじ
　ＳＣ１　：ねじ
　ＳＤ１　：ねじ
　ＳＤ２　：ねじ
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